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5月臨時会・6月定例会号
山形花笠まつりパレードに参加しました

県議会やまがた
　
第
１０
号
は
、
５
月
臨
時
会
及
び

６
月
定
例
会
の
内
容
を
中
心
に
、

４
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
の
議
会

活
動
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

活
動
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

５
月
臨
時
会
の
概
要

　
５
月
１５
日
か
ら
２１
日
ま
で
の
７

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
議
長

及
び
副
議
長
が
選
ば
れ
、
各
常
任

目
　
次

●
１
ペ
ー
ジ

・
５
月
臨
時
会
に
つ
い
て

・
新
正
副
議
長
の
紹
介

・
６
月
定
例
会
に
つ
い
て

・
６
月
定
例
会
の
代
表
質
問

・
広
報
・
広
聴
委
員
会
の
紹
介

●
２
ペ
ー
ジ

・
６
月
定
例
会
の
一
般
質
問

・
予
算
特
別
委
員
会
の
質
疑
内
容

・‌‌

日
沿
道
、東
北
中
央
道
、羽
越
・

奥
羽
本
線
関
係
の
要
望

●
３
ペ
ー
ジ

・
予
算
特
別
委
員
会
の
質
疑
内
容

・‌‌
採
択
し
た
請
願
、
可
決
し
た
意

見
書

・‌‌「
身
近
な
県
議
会
」
検
討
委
員

会
の
設
置

●
４
ペ
ー
ジ

・
地
域
議
員
協
議
会
の
開
催

・
府
省
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催

・
委
員
会
の
構
成

委
員
会
・
特
別
委
員
会
の
構
成
や

正
副
委
員
長
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
議
会
選
出
の
監
査
委

員
に
森
田
廣
議
員
、
広
谷
五
郎
左

エ
門
議
員
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
、
専
決
処
分
に
係
る
３
議
案

を
承
認
し
ま
し
た
。

※�

各
委
員
会
の
構
成
に
つ
い
て
は
、

４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

６
月
定
例
会
の
概
要

　
６
月
２２
日
か
ら
７
月
９
日
ま
で

の
１８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、

本
会
議
で
自
由
民
主
党
及
び
県
政

ク
ラ
ブ
に
よ
る
代
表
質
問
、
４
名

の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ

れ
、
さ
ら
に
予
算
特
別
委
員
会
で

の
８
名
の
委
員
に
よ
る
質
疑
や
常

任
委
員
会
で
の
審
査
を
経
た
う
え

で
、
平
成
２７
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
、
知
事
提
出
の
１６
議
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

　
請
願
は
７
件
上
程
さ
れ
、
１
件

が
採
択
の
う
え
、
意
見
書
と
し
て

発
議
・
可
決
さ
れ
、
６
件
が
継
続

審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
議
員
発
議
に
よ
る
意

見
書
１
件
に
つ
い
て
は
、
賛
成
少

数
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

代
表
質
問
か
ら佐藤　藤彌 議員

自由民主党

（酒田市・飽海郡選挙区）

　
　
選
挙
権
年
齢
が
１８
歳
ま
で
広

が
る
こ
と
に
よ
り
、
高
校
で
は
、

主
権
者
教
育
を
し
っ
か
り
進
め
て

い
く
一
方
で
、
政
治
的
中
立
に
配

慮
し
た
対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
、

ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　
新
た
に
選
挙
権
を
得
る
若
者

に
は
、
社
会
と
政
治
に
関
心
を
持

ち
、
政
府
や
地
域
の
課
題
解
決
方

策
を
判
断
で
き
る
よ
う
な
主
権
者

教
育
が
必
要
で
あ
る
。
一
方
、
教

育
の
政
治
的
中
立
を
確
保
す
る
た

め
、
教
員
に
対
す
る
研
修
の
実
施

も
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題

を
念
頭
に
置
き
、
若
者
が
積
極
的

に
選
挙
権
を
行
使

で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
た
発
電
事
業
者
か
ら
電
力
を

買
い
取
り
、
地
域
内
外
に
供
給
す

る
「
山
形
県
新
電
力
」（
仮
称
）

の
設
立
に
向
け
た
出
資
者
募
集
の

考
え
方
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
か
。

　
　
会
社
設
立
に
際
し
、
出
資
者

学
校
教
育
に
お
け
る
選
挙
権
年
齢

引
下
げ
へ
の
対
応

問答「
山
形
県
新
電
力
」（
仮
称
）の
設
立

問答

は
広
く
一
般
か
ら
募
る
の
で
は
な

く
、
県
内
の
主
要
経
済
団
体
の
代

表
に
、
出
資
者
と
な
る
企
業
の
選

定
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
を
考

え
て
い
る
。
県
の
新
電
力
構
想
に

賛
同
し
、
利
益
重
視
で
は
な
く
地

域
貢
献
の
視
点
に
立
ち
、
経
営
に

責
任
を
持
て
る
企
業
に
出
資
を
呼

び
掛
け
た
い
。
企
業
選
定
後
、
秋

頃
を
目
途
に
新
会
社
を
設
立
す
る
。

　
　
酒
田
港
が
さ
ら
に
飛
躍
す
る

た
め
に
は
、
企
業
の
設
備
投
資
に

遅
れ
る
こ
と
な
く
施
設
整
備
を
行

い
、
需
要
に
対
応
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
。
今
後
の
施
設
整
備

の
考
え
方
は
ど
う
か
。

　
　
酒
田
港
の
更
な
る
利
用
拡
大

を
図
る
た
め
、
特
に
２
つ
の
視
点

か
ら
機
能
強
化
を
進
め
る
。
１
つ

目
は
、
冬
期
航
路
の
信
頼
性
向
上

で
あ
り
、
現
在
、
国
に
お
い
て
防

波
堤
の
延
伸
や
改
良
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。２
つ
目
は
、タ
イ
ム
リ
ー

な
荷
役
機
能
の
強
化
で
あ
り
、
年

内
を
目
途
に
リ
ー
チ
ス
タ
ッ
カ
ー

を
１
台
増
設
し
て
３
台
に
す
る
予

定
で
あ
る
。
今
後
と
も
港
湾
施
設

の
機
能
強
化
に
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
い
く
。

広谷五郎左エ門 議員
県政クラブ

（山形市選挙区）

　
　
蔵
王
山
の
火
口
周
辺
警
報
は

６
月
に
解
除
さ
れ
た
も
の
の
、
宿

泊
者
数
は
前
年
と
比
較
し
て
減
少

し
て
い
る
。
風
評
被
害
の
払
拭
に

向
け
て
、
県
を
挙
げ
た
取
組
み
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

酒
田
港
港
湾
整
備

問答蔵
王
温
泉
の
観
光
対
策

問

　
　
今
後
は
、
安
全
を
前
面
に
出

し
た
情
報
発
信
を
行
い
な
が
ら
、

誘
客
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

具
体
的
に
は
、
リ
フ
ト
や
有
料
道

路
の
無
料
化
の
ほ
か
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
旅
行
券
に
蔵
王
特
別
枠
を

設
定
し
、
宿
泊
施
設
の
利
用
促
進

を
図
る
。
さ
ら
に
、
教
育
旅
行
に

つ
い
て
は
、
首
都
圏
や
関
西
圏

の
旅
行
業
者
を
招
い
て
、
現
地
の

安
全
を
直
接
確
認
し
て
も
ら
う
ツ

ア
ー
を
実
施
す
る
な
ど
、
県
外
で

の
招
致
活
動
を
強
化
し
て
い
く
。

　
　
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に
係

る
平
成
２７
年
度
の
国
の
予
算
配
分

が
非
常
に
窮
屈
に
な
っ
て
お
り
、

特
に
農
業
水
利
施
設
の
長
寿
命
化

対
策
な
ど
の
事
業
予
算
が
減
少
し

て
い
る
と
聞
く
が
、
今
後
県
と
し

て
ど
う
対
応
す
る
考
え
か
。

　
　
政
府
に
対
し
て
は
、
計
画
的

に
執
行
可
能
な
通
常
予
算
を
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
当
面
の
不
足
分

に
つ
い
て
は
補
正
予
算
で
補
填
す

答農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進

問答

る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
引
き
続

き
、
県
内
の
関
係
機
関
・
団
体
と

の
連
携
は
も
と
よ
り
、
全
国
的
な

動
き
と
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、

必
要
な
予
算
確
保
に
向
け
各
方
面

に
強
力
に
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　
県
内
の
建
設
業
者
は
県
民
生

活
や
地
域
社
会
の
基
盤
を
支
え
る

役
割
を
担
う
が
、
昨
今
の
建
設
投

資
額
の
減
少
に
伴
い
、
若
い
世
代

が
減
少
し
て
し
ま
っ
た
と
聞
く
。

若
手
技
術
者
の
育
成
・
確
保
に
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
平
成
２７
年
度
か
ら
若
手
技
術

者
の
育
成
の
た
め
の
モ
デ
ル
工
事

を
全
国
に
先
駆
け
て
試
行
す
る
。

ま
た
、
一
級
土
木
施
工
管
理
技
士

の
資
格
取
得
の
た
め
の
講
習
会
の

開
催
や
、
若
手
や
女
性
に
大
型
免

許
等
を
取
得
さ
せ
る
企
業
の
支
援

を
行
う
。
さ
ら
に
は
、
県
立
産
業

技
術
短
期
大
学
校
へ
の
土
木
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
科
（
仮
称
）
の
設

置
に
向
け
、検
討
を
進
め
て
い
る
。

建
設
業
の
若
手
技
術
者
の
育
成

問答
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第３１代　議長

野
の

 川
がわ

　政
まさ

 文
ふみ

東根市選挙区選出
（自由民主党）

第６０代　副議長

伊
い

 藤
とう

　重
しげ

 成
なり

最上郡選挙区選出
（自由民主党）

新正副議長の紹介

　今後一層の開かれた
議会、提言する議会、
活動する議会を目指し
議長を補佐して、県民
の皆さんに、その責務
を果たしてまいります。

　地方創生元年であり、�
県民の側から提言する
議会として、県民の皆
さんが誇りに思える山
形を築くため誠心誠意
取り組んでまいります。

（委員会のメンバー）
前列左から 能登淳一委員、
青柳安展副委員長、佐藤昇
委員長、山科朝則委員
後列左から 佐藤聡委員、
矢吹栄修委員、青木彰榮
委員、渋間佳寿美委員

　県議会では、議会の活動状況等を情報発信する広報機能�
と、県民の皆さんのご意見を議会活動に反映するために広
く意見を聴く広聴機能を充実させるため、「広報・広聴委
員会」を設置し、「開かれた県議会」の一層の推進に取り
組んでいます。
　委員会では、この「県議会やまがた」の編集方針も検討
しており、今年度も、県民の皆さんに県議会に対するご理
解をさらに深めていただけるような紙面づくり・情報提供
に努めていきます。

平成２７年度広報・広聴委員会の紹介



一
般
質
問
か
ら渋間佳寿美 議員

自由民主党

（米沢市選挙区）

　
　
水
資
源
を
守
る
た
め
に
は
、

水
源
地
域
を
保
全
し
て
い
る
山
間

地
を
守
る
必
要
が
あ
る
。
山
間
地

の
集
落
や
市
町
村
の
地
域
づ
く
り

活
動
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
ど

の
よ
う
な
取
組
み
を
進
め
て
い
く

の
か
。

　
　
地
域
の
豊
か
な
森
林
資
源
を

活
か
す
「
森モ

リ林
ノ
ミ
ク
ス
」
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
県
立
農
業
大

学
校
に
林
業
関
係
学
科
を
設
置
す

る
な
ど
、
人
材
の
育
成
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
新
規
就
農

者
の
受
け
皿
と
な
る
集
落
営
農
の

組
織
化
・
法
人
化
の
推
進
、
６
次

産
業
化
の
推
進
に
向
け
た
若
者
や

女
性
等
の
取
組
み
支
援
の
ほ
か
、

首
都
圏
か
ら
の
移
住
を
促
す
取
組

み
等
の
諸
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

　
　
私
権
と
公
共
的
・
公
益
的
な

目
的
で
の
県
行
政
の
執
行
が
相
反

す
る
状
況
と
な
っ
た
場
合
、
県
と

し
て
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
む
の

か
。

　
　
ま
ず
は
、
個
々
具
体
の
事
案

ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
枠

内
で
の
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
に

な
る
。
さ
ら
に
、
既
存
の
制
度
で

対
応
困
難
な
場
合
に
は
、
具
体
的

に
、制
限
さ
れ
る
私
権
の
性
質
や
、

規
制
す
る
目
的
と
そ
の
た
め
の
手

山
間
地
に
お
け
る
持
続
可
能
な
水

源
地
域
づ
く
り

問答私
権
と
公
共
の
福
祉
の
均
衡
に
関

す
る
基
本
的
な
考
え
方

問答

段
が
そ
の
必
要
性
に
比
例
し
て
相

当
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、

十
分
な
検
討
を
行
い
、
政
府
に
対

す
る
法
令
改
正
の
提
案
を
含
め
、

制
度
的
な
対
応
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

関　　　徹 議員
日本共産党山形県議団

（鶴岡市選挙区）

　
　
知
事
は
、
平
和
を
願
う
県
民

の
意
を
呈
し
、
政
府
が
国
会
に
上

程
し
て
い
る
安
全
保
障
関
連
法
案

に
つ
い
て
反
対
を
表
明
し
、内
外
に

訴
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
現
在
、
国
会
で
審
議
さ
れ
て

い
る
法
案
は
、
防
衛
、
安
全
保
障

に
係
る
方
針
を
大
き
く
見
直
そ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
政
府
の
憲
法
解
釈
と
の
論
理
的

整
合
性
な
ど
の
観
点
か
ら
様
々
な

見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
国
会
に

お
い
て
十
分
に
審
議
を
尽
く
す
こ

と
は
も
と
よ
り
、
よ
り
わ
か
り
や

す
く
説
明
を
行
い
、
国
民
的
な
議

論
を
十
分
に
行
う
な
ど
、
丁
寧
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と

考
え
る
。

　
　
看
護
師
確
保
の
対
策
と
し
て
、

「
看
護
師
養
成
確
保
計
画
」
を
策

定
し
、
不
足
し
て
い
る
看
護
学
校

の
定
員
拡
大
等
を
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
看
護
師
確
保
対
策
を
県
政
の

最
優
先
課
題
の
一
つ
に
掲
げ
、
総

合
的
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
結

果
、
効
果
は
着
実
に
現
れ
て
き
て

い
る
が
、
需
要
と
供
給
の
ギ
ャ
ッ

プ
の
解
消
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

安
全
保
障
法
制
に
対
す
る
考
え
方

問答今
後
の
看
護
師
確
保
対
策

問答

看
護
学
校
等
の
定
員
拡
大
に
つ
い

て
は
、
設
置
主
体
の
意
向
を
聞
き

な
が
ら
、
課
題
解
決
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。
今
後
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
み
の
評
価
・
検
証
を

行
い
、
県
全
体
及

び
地
域
の
看
護
師

確
保
対
策
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
。

佐藤　　聡 議員
自由民主党

（鶴岡市選挙区）

　
　
子
供
の
貧
困
に
関
す
る
県
内

の
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
今
後
の

取
組
み
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
平
成
２５
年
度
の
生
活
保
護
世

帯
の
１８
歳
未
満
の
保
護
人
員
は
６

０
０
人
で
あ
り
、
ま
た
、
ひ
と
り

親
家
庭
に
対
す
る
実
態
調
査
結
果

で
は
、
現
在
の
暮
ら
し
に
関
し
、

母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
と
も
約
８

割
が「
苦
し
い
」と
答
え
て
い
る
。�

県
で
は
、
平
成
２７
年
度
、
市
町
村

や
関
係
機
関
等
と
連
携
の
う
え

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
係
る
計

画
」
を
策
定
す
る
。
具
体
的
な
施

策
と
し
て
は
、
子
ど
も
の
学
習
支

援
や
児
童
虐
待
の
防
止
、
親
の
就

労
の
支
援
、
経
済
的
支
援
等
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
来
春
開
校
の
県
内
初
の
中
高

一
貫
教
育
校
の
教
育
の
特
色
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
庄
内

地
区
へ
の
設
置
に
あ
た
り
、
ど
の

よ
う
な
検
討
課
題
が
あ
る
の
か
。

　
　
中
学
校
で
は
、
数
学
や
英
語

に
お
い
て
高
校
の
学
習
内
容
を
一

部
先
取
り
す
る
な
ど
、
理
数
教
育

子
供
の
貧
困
対
策

問答中
高
一
貫
教
育
校
に
お
け
る
特
色

あ
る
教
育

問答

と
外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
り
、

高
校
で
は
、
企
業
訪
問
等
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
実
践
す
る
。
庄
内
地

区
へ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
平
成

２９
年
ま
で
に
検
討
し
、
そ
の
後
、

開
校
ま
で
最
短
で
も
４
年
程
度
必

要
と
思
わ
れ
る
。
具
体
的
な
設
置

や
学
校
像
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
丁
寧
に
検
討

を
進
め
て
い
く
。

能登　淳一 議員
自由民主党

（村山市選挙区）

　
　
現
在
、
農
政
は
大
き
な
転
換

点
を
迎
え
て
い
る
。
こ
の
た
び
の

米
価
下
落
や
政
府
の
米
政
策
の
改

革
等
を
踏
ま
え
、
稲
作
を
基
本
と

し
た
水
田
農
業
の
あ
り
方
を
ど
う

考
え
る
か
。

　
　
生
産
調
整
及
び
米
の
直
接
支

払
交
付
金
の
廃
止
等
、
米
政
策
が

大
き
な
転
換
点
を
迎
え
る
平
成
３０

年
に
向
け
、
稲
作
農
家
が
適
切
に

経
営
判
断
が
で
き
る
環
境
整
備
や

農
地
の
集
積
・
集
約
化
、
生
産
コ

ス
ト
の
削
減
等
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
県
で
は
、
主
食
用
米
か
ら
飼

料
用
米
へ
の
転
換
を
促
す
緊
急

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
展
開
し
て
い
る
。�

政
府
に
対
し
て
も
、
適
切
な
対
応

を
要
請
し
、
政
府

の
施
策
を
十
分
に

活
用
し
な
が
ら
変

革
期
を
乗
り
切
っ

て
い
く
。

　
　
製
造
業
の
国
内
回
帰
の
好
環

境
を
ど
う
捉
え
、
本
県
の
人
間
力

水
田
農
業
の
あ
り
方

問答企
業
誘
致
の
取
組
み

問

と
進
め
る
。

金子　敏明 議員
県政クラブ

（酒田市・飽海郡選挙区）

　
　
県
が
雇
用
す
る
非
常
勤
職
員

数
の
推
移
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

責
任
あ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

た
め
、
非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
平
成
２６
年
度
は
、
日
々
雇
用

職
員
が
２
３
０
名
程
度
と
５
年
前

の
２
８
０
名
に
比
べ
減
少
傾
向
、

非
常
勤
嘱
託
職
員
が
５
８
０
名
程

度
と
５
年
前
の
４
５
０
名
に
比
べ

増
加
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
処
遇

改
善
に
つ
い
て
は
、平
成
２６
年
度
、

一
般
職
の
給
与
改
定
を
踏
ま
え
て

非
常
勤
職
員
の
報
酬
を
引
き
上
げ

る
な
ど
配
慮
し
て
い
る
。

　
　
県
職
員
の
評
価
は
人
材
育
成

に
重
点
を
置
く
べ
き
と
考
え
る
。

職
員
団
体
と
協
議
し
合
意
し
た
内

容
に
つ
い
て
は
相
互
に
協
力
し
て

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
人
事
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、

評
価
基
準
の
明
示
や
評
価
者
に
よ

る
結
果
の
説
明
な
ど
納
得
性
の
確

保
、
評
価
の
客
観
性
確
保
の
観
点

か
ら
の
評
価
者
研
修
の
充
実
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
人
事

評
価
制
度
は
国
等
の
状
況
を
参
考

に
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、
現
在

行
っ
て
い
る
試
行

の
状
況
を
分
析

し
、
円
滑
な
導
入

を
進
め
て
い
く
。

非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善

問答人
事
評
価
制
度
の
本
格
導
入
に
向

け
た
進
め
方

問答

坂本貴美雄 議員
自由民主党

（新庄市選挙区）

　
　
主
要
地
方
道
新
庄
戸
沢
線
下

馬
踏
切
で
は
事
故
が
多
発
し
、
早

急
な
改
良
が
必
要
と
考
え
る
が
、

Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
が
進
ま
な
い
。
改

良
に
向
け
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
踏
切
等
の
改
良
は
「
踏
切
道

改
良
促
進
法
」
に
基
づ
き
、「
法

指
定
踏
切
」
に
指
定
し
て
行
わ
れ

る
。
下
馬
踏
切
は
、
道
路
幅
員
が

狭
く
、
鉄
道
と
鋭
角
に
交
わ
っ
て

い
る
た
め
、
車
両
の
線
路
へ
の
誤

進
入
等
が
発
生
し
て
お
り
、
歩
道

設
置
や
拡
幅
等
の
改
良
を
行
う
た

め
の
法
指
定
に
向
け
、
Ｊ
Ｒ
と
協

議
を
続
け
て
い
る
。
早
期
に
関
係

者
間
の
合
意
が
得
ら
れ
る
よ
う
協

議
を
進
め
て
い
く
。

　
　
東
日
本
大
震
災
で
壊
れ
、
利

用
で
き
な
い
状
態
の
新
庄
市
サ
イ

ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
へ
の
対

応
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
当
施
設
は
県
内
唯
一
の
自
転

車
競
技
場
と
し
て
、
競
技
力
の
維

持
・
向
上
に
貢
献
し
て
き
た
。
施

設
を
使
用
で
き
ず
、
県
外
で
練
習

す
る
た
め
の
経
費
の
掛
か
り
増
し

に
つ
い
て
は
、
強
化
費
増
額
に
よ

り
支
援
し
て
い
る
。
県
で
は
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す
施
設
の
改
修

整
備
に
つ
い
て
、
市
町
村
に
対
す

る
支
援
制
度
を
設

け
て
お
り
、
新
庄

市
の
検
討
結
果
を

踏
ま
え
、
対
応
を

検
討
す
る
。

主
要
地
方
道
新
庄
戸
沢
線
下
馬
踏

切
の
改
良

問答新
庄
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
機
能
回
復
に
向
け
た
対
応

問答

を
含
め
た
強
み
を
ど
う
発
信
し
、

新
た
な
企
業
誘
致
に
ど
う
結
び
付

け
て
い
く
の
か
。

　
　
企
業
誘
致
に
あ
た
っ
て
は
、

成
長
分
野
や
先
端
技
術
分
野
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
位
置
付
け
、
企
業

訪
問
を
通
じ
た
投
資
計
画
情
報
の

収
集
や
本
県
の
強
み
に
つ
い
て
の

情
報
発
信
、
ま
た
、
知
事
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
や
企
業
立
地
セ
ミ

ナ
ー
に
よ
る
幅
広
い
ア
ピ
ー
ル
な

ど
の
取
組
み
を
緩
ま
ず
に
継
続
し

て
い
く
。
今
後
は
、「
や
ま
が
た

創
生
」
に
向
け
、
本
社
機
能
や
研

究
開
発
機
能
の
立
地
促
進
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

予
算
特
別
委
員
会
の

質
疑
内
容

矢吹　栄修 議員
自由民主党

（天童市選挙区）

　
　
平
成
２７
年
度
に
実
施
す
る

「
地
域
教
育
活
動
を
総
合
的
に
支

援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
」
の
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
、
今
後
の
進
め
方

等
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
地
域
住
民
に
よ
る
学
習
支
援

等
を
行
う
学
校
支
援
地
域
本
部
や

子
ど
も
の
体
験
活
動
の
充
実
を
図

る
放
課
後
子
ど
も
教
室
な
ど
の
各

事
業
を
一
体
的
・
総
合
的
に
進
め

る
た
め
、平
成
２７
年
度
か
ら
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
し
、
仕
組
み
づ
く
り

の
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
事

例
と
し
て
、
公
民
館
か
ら
学
校
に

通
う「
通
学
合
宿
」な
ど
が
あ
り
、

答地
域
と
連
携
し
た
教
育
の
仕
組
み

づ
く
り

問答

検
証
の
う
え
普
及
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
学
力
向
上
の
柱
の
一
つ
で
あ

る
「
探
究
型
学
習
」
を
推
進
す
る

た
め
、
推
進
協
力
校
に
お
け
る
成

果
を
、
ど
の
よ
う
に
全
県
に
拡
げ

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
か
。

　
　
探
究
型
学
習
に
つ
い
て
は
、

平
成
２７
年
度
、
県
内
８
地
区
、
１６

の
小
中
学
校
が
推
進
協
力
校
と
し

て
取
組
み
を
始
め
て
い
る
。
今
後
、

成
果
に
つ
い
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
等

で
の
紹
介
や
、
県
教
育
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

の
体
系
化
を
図
り
普
及
を
進
め
る
。

さ
ら
に
、
児
童
生
徒
の
学
力
を
的

確
に
分
析
・
評
価
し
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

石黒　　覚 議員
県政クラブ

（酒田市・飽海郡選挙区）

学
力
向
上
に
向
け
た
取
組
み

問答財
務
省
試
算
に
よ
る
教
職
員
定
数

の
削
減

　
　
公
立
小
中
学
校
の
教
職
員
数

を
平
成
３６
年
度
ま
で
に
約
４
万
２

０
０
０
人
削
減
で
き
る
と
す
る
財

務
省
試
算
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。

　
　
教
育
の
場
で
人
づ
く
り
の
中

核
を
な
す
の
が
教
員
で
あ
り
、
き

め
細
や
か
な
教
育
を
行
う
に
は
、

教
員
の
質
と
数
の
確
保
が
不
可
欠

で
あ
る
。
財
務
省
の
試
算
は
単
な

る
財
政
的
観
点
か
ら
の
合
理
化
で

あ
り
、
そ
の
通
り
削
減
さ
れ
た
場

合
、
少
人
数
学
級
編
成
を
実
施
し

て
い
る
本
県
へ
の
影
響
は
極
め
て

大
き
い
。
教
職
員
定
数
の
充
実
に

つ
い
て
は
政
府
に
対
し
提
案
し
て

き
て
お
り
、
今
後
と
も
強
く
働
き

か
け
て
い
く
。

　
　
「
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
」

の
現
状
と
課
題
は
ど
う
か
。

　
　
病
床
利
用
率
が
８
割
を
超
え

る
な
ど
、
運
営
状
況
は
順
調
に
推

移
し
て
い
る
。
今
後
の
課
題
は
２

つ
あ
り
、
１
つ
は
精
神
科
医
の
確

保
だ
が
、
大
学
へ
の
協
力
要
請
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
積
極
的
な
情
報
発
信

等
に
よ
り
、
平
成
２８
年
度
の
確
保

問答「
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
」
の

現
状
と
課
題

問答

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

　６月４日、東京都内で、「日本海沿岸東北自動
車道」と「東北中央自動車道」の整備促進、「羽越・
奥羽本線等」の高速化促進及び悪天候時の安全運
行・安定輸送の確保について、要望活動を行いま
した。
　本県をはじめ、青森、秋田、福島及び新潟県の
５県議会から議長等が参加し、日沿道・東北中央
道の着実な整備と羽越・奥羽本線等の一日も早い
高速化について、国土交通省、ＮＥＸＣＯ東日本、
ＪＲ東日本等の関係機関に対し要望しました。

日沿道・東北中央道の建設促進と
羽越・奥羽本線等の高速化促進等を要望

国土交通省　西脇官房
長（中央）に要望書を
手渡す
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に
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。
２
つ

目
の
課
題
は
、
長
期
入
院
患
者
の

退
院
促
進
や
精
神
以
外
の
病
気
も

抱
え
る
患
者
へ
の
対
応
等
で
あ
り
、

相
談
援
助
や
、
他
の
医
療
機
関
、

介
護
施
設
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、

退
院
先
の
確
保
等
に
努
め
て
い
る
。

佐藤　　昇 議員
自由民主党

（上山市選挙区）

　
　
高
齢
者
世
帯
の
増
加
は
、
小

規
模
な
自
治
体
に
と
っ
て
大
き
な

負
担
と
な
る
こ
と
か
ら
、
県
に
お

け
る
認
知
症
対
策
が
必
要
と
考
え

る
が
、
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
か
か
り
つ
け
医
師
へ
の
助
言

を
行
う
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
師
の

養
成
、
徘
徊
に
よ
る
行
方
不
明
防

止
を
目
的
と
し
た
声
掛
け
訓
練
な

ど
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
を

促
す
た
め
の
支
援
、
相
談
窓
口
や

交
流
の
場
と
な
る
「
認
知
症
カ

フ
ェ
」
の
設
置
等
の
取
組
み
を
進

め
る
。
ま
た
、
秋
頃
に
は
行
動
計

画
を
取
り
ま
と
め
、
さ
ら
に
充
実

し
た
認
知
症
施
策
を
推
進
し
て
い

く
。

　
　
動
物
愛
護
の
推
進
の
た
め
の

取
組
み
と
し
て
、
保
健
所
等
が
行

う
犬
猫
の
譲
渡
事
業
の
学
校
現
場

へ
の
周
知
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
動
物
愛
護
精
神
の
醸
成
の
た

め
、
子
ど
も
達
に
対
し
、
譲
渡
事

業
の
実
施
と
と
も
に
、
そ
の
背
景

に
多
く
の
致
死
処
分
さ
れ
た
動
物

が
い
る
こ
と
を
併
せ
て
伝
え
る
ほ

か
、
福
祉
施
設
に
お
け
る
ア
ニ
マ

認
知
症
に
対
す
る
取
組
み

問答動
物
の
致
死
処
分
ゼ
ロ
に
向
け
た

取
組
み

問答

ル
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
、
人
の
暮
ら
し

を
支
え
る
動
物
の
存
在
に
つ
い
て

伝
え
て
い
く
。
ま
た
、
動
物
愛
護

を
推
進
す
る
た
め

の
協
議
会
の
設
置

に
向
け
、
関
係
者

と
協
議
を
進
め
て

い
く
。

金澤　忠一 議員
自由民主党

（山形市選挙区）

　
　
県
は
、
蔵
王
山
の
火
口
周
辺

警
報
解
除
後
も
、
自
主
規
制
に
よ

る
安
全
対
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
と
考
え
方
は
ど
う
か
。

　
　
気
象
台
で
は
、
噴
火
の
可
能

性
は
低
い
と
す
る
一
方
で
、「
馬

の
背
カ
ル
デ
ラ
」
内
で
ガ
ス
等
が

突
発
的
に
噴
出
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
注
意
が
必
要
と
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
安
全
確
保

の
た
め
、
県
で
は
自
主
的
に
「
馬

の
背
カ
ル
デ
ラ
」
内
へ
の
立
入
制

限
を
行
い
、
注
意
喚
起
の
看
板
や

ロ
ー
プ
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

登
山
道
２
か
所
を
閉
鎖
し
た
。

　
　
蔵
王
に
関
す
る
風
評
を
払
拭

し
、
観
光
客
の
確
実
な
回
復
を
図

る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
旅
行

券
を
活
用
し
た
蔵
王
へ
の
誘
客
対

策
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
「
山
形
日
和
。」
旅
行
券
の
発

行
総
数
１２
万
５
０
０
０
枚
の
う
ち
、

２
万
枚
を
蔵
王
特
別
枠
と
し
て
販

売
す
る
。
旅
行
業
者
取
扱
い
分
の

蔵
王
特
別
枠
と
し
て
予
定
す
る
１

万
枚
は
、
宿
泊
に
加
え
て
周
辺
観

光
施
設
の
利
用
を
促
す
商
品
で
あ

蔵
王
山
の
防
災
対
策

問答蔵
王
山
の
風
評
被
害
に
対
す
る
観

光
対
策

問答

る
。
さ
ら
に
は
、
山
形
市
や
上
山

市
も
旅
行
商
品
に
対
す
る
支
援
を

進
め
て
お
り
、
相
乗
効
果
に
よ
り

一
層
の
誘
客
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

菊池　文昭 議員
公明党

（山形市選挙区）

　
　
今
後
、
本
県
と
台
湾
の
交
流

発
展
及
び
台
湾
を
含
め
た
海
外
か

ら
の
観
光
誘
客
に
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

　
　
チ
ャ
ー
タ
ー
便
に
よ
る
相
互

交
流
等
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
よ
り

築
か
れ
た
台
湾
の
観
光
業
界
と
の

強
い
絆
を
最
大
限
に
活
用
し
、
よ

り
多
く
の
観
光
客
を
本
県
に
呼
び

込
ん
で
い
く
。
ま
た
、
重
点
市
場

と
し
て
位
置
付
け
る
台
湾
・
香
港
、

中
国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
主
な
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
国
・
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
戦
略
的
な
観
光
誘
客

に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
コ
ン
ビ
ニ
等
を
活
用
し
、
若

い
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
利
用
し
た
県
の
様
々
な

情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
県
で
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
各
社
と
連
携
協
定
を
結
び
、

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
チ
ラ
シ
の
設

置
に
よ
る
県
政
情
報
の
広
報
を

行
っ
て
い
る
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
等
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
機
能
を
上
手
く
活
用
す

る
こ
と
は
、
必
要
な
県
政
情
報
を

効
果
的
に
入
手
し
て
も
ら
う
た
め

に
有
効
な
手
法
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
新
た
に
作
成
す
る
ポ
ス

日
台
観
光
サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
と
し

た
観
光
振
興

問答コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
地
域

資
源
と
し
て
の
利
活
用

問答

タ
ー
や
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
は
、
原

則
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
、
そ

の
活
用
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

舩山　現人 議員
自由民主党

（東置賜郡選挙区）

　
　
本
県
の
稲
作
農
家
が
、
他
県

以
上
の
所
得
を
確
保
で
き
る
よ
う
、

品
種
の
構
成
や
栽
培
法
、
流
通
販

売
を
含
め
、
力
強
く
リ
ー
ド
す
る

こ
と
が
県
の
役
割
と
考
え
る
が
、

今
後
の
戦
略
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
高
価
格
帯
で
堅
調
な
売
れ
行

き
を
続
け
る
「
つ
や
姫
」
と
全
国

の
主
要
銘
柄
米
の
中
で
は
低
価
格

帯
に
位
置
す
る
「
は
え
ぬ
き
」
の

間
に
位
置
す
る
中
間
価
格
帯
の
候

補
と
し
て
「
山
形
１
１
２
号
」
を

育
成
し
て
い
る
。
平
成
２７
年
度
は

新
品
種
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
等

を
整
理
し
、
流
通
・
販
売
戦
略
の

方
向
性
の
総
合
的
な
検
討
を
進
め

る
。

　
　
経
済
効
果
の
早
期
発
現
に
向

け
、
国
道
２
８
７
号
の
整
備
を
積

極
的
に
行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。
置
賜
管
内
の
国
道
２
８
７
号

全
区
間
の
整
備
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
現
在
、
東
北
中
央
自
動
車
道

や
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
の
進

捗
を
見
据
え
、
米
沢
～
白
鷹
間
の

バ
イ
パ
ス
等
を
重
点
的
に
整
備
し

て
い
る
。
地
す
べ
り
発
生
に
よ
り

片
側
交
互
通
行
規
制
と
な
っ
て
い

る
白
鷹
町
大
瀬
地
区
は
、
お
盆
前

の
対
面
通
行
を
目
指
し
て
い
る
。

県
と
し
て
は
、
事
業
効
果
の
早
期

発
現
に
向
け
た
整
備
を
し
っ
か
り

本
県
に
お
け
る
米
の
生
産
・
流
通

販
売
戦
略

問答国
道
２
８
７
号
の
整
備
計
画

問答

と
進
め
る
。

金子　敏明 議員
県政クラブ

（酒田市・飽海郡選挙区）

　
　
県
が
雇
用
す
る
非
常
勤
職
員

数
の
推
移
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

責
任
あ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

た
め
、
非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
平
成
２６
年
度
は
、
日
々
雇
用

職
員
が
２
３
０
名
程
度
と
５
年
前

の
２
８
０
名
に
比
べ
減
少
傾
向
、

非
常
勤
嘱
託
職
員
が
５
８
０
名
程

度
と
５
年
前
の
４
５
０
名
に
比
べ

増
加
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
処
遇

改
善
に
つ
い
て
は
、平
成
２６
年
度
、

一
般
職
の
給
与
改
定
を
踏
ま
え
て

非
常
勤
職
員
の
報
酬
を
引
き
上
げ

る
な
ど
配
慮
し
て
い
る
。

　
　
県
職
員
の
評
価
は
人
材
育
成

に
重
点
を
置
く
べ
き
と
考
え
る
。

職
員
団
体
と
協
議
し
合
意
し
た
内

容
に
つ
い
て
は
相
互
に
協
力
し
て

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
人
事
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、

評
価
基
準
の
明
示
や
評
価
者
に
よ

る
結
果
の
説
明
な
ど
納
得
性
の
確

保
、
評
価
の
客
観
性
確
保
の
観
点

か
ら
の
評
価
者
研
修
の
充
実
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
人
事

評
価
制
度
は
国
等
の
状
況
を
参
考

に
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、
現
在

行
っ
て
い
る
試
行

の
状
況
を
分
析

し
、
円
滑
な
導
入

を
進
め
て
い
く
。

非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善

問答人
事
評
価
制
度
の
本
格
導
入
に
向

け
た
進
め
方

問答

坂本貴美雄 議員
自由民主党

（新庄市選挙区）

　
　
主
要
地
方
道
新
庄
戸
沢
線
下

馬
踏
切
で
は
事
故
が
多
発
し
、
早

急
な
改
良
が
必
要
と
考
え
る
が
、

Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
が
進
ま
な
い
。
改

良
に
向
け
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
踏
切
等
の
改
良
は
「
踏
切
道

改
良
促
進
法
」
に
基
づ
き
、「
法

指
定
踏
切
」
に
指
定
し
て
行
わ
れ

る
。
下
馬
踏
切
は
、
道
路
幅
員
が

狭
く
、
鉄
道
と
鋭
角
に
交
わ
っ
て

い
る
た
め
、
車
両
の
線
路
へ
の
誤

進
入
等
が
発
生
し
て
お
り
、
歩
道

設
置
や
拡
幅
等
の
改
良
を
行
う
た

め
の
法
指
定
に
向
け
、
Ｊ
Ｒ
と
協

議
を
続
け
て
い
る
。
早
期
に
関
係

者
間
の
合
意
が
得
ら
れ
る
よ
う
協

議
を
進
め
て
い
く
。

　
　
東
日
本
大
震
災
で
壊
れ
、
利

用
で
き
な
い
状
態
の
新
庄
市
サ
イ

ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
へ
の
対

応
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
当
施
設
は
県
内
唯
一
の
自
転

車
競
技
場
と
し
て
、
競
技
力
の
維

持
・
向
上
に
貢
献
し
て
き
た
。
施

設
を
使
用
で
き
ず
、
県
外
で
練
習

す
る
た
め
の
経
費
の
掛
か
り
増
し

に
つ
い
て
は
、
強
化
費
増
額
に
よ

り
支
援
し
て
い
る
。
県
で
は
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す
施
設
の
改
修

整
備
に
つ
い
て
、
市
町
村
に
対
す

る
支
援
制
度
を
設

け
て
お
り
、
新
庄

市
の
検
討
結
果
を

踏
ま
え
、
対
応
を

検
討
す
る
。

主
要
地
方
道
新
庄
戸
沢
線
下
馬
踏

切
の
改
良

問答新
庄
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
機
能
回
復
に
向
け
た
対
応

問答

●‌

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
か
か
る
国

会
決
議
の
実
現
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

採
択
し
た
請
願

●‌

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
に
係
る

国
会
決
議
の
遵
守
を
求
め

る
意
見
書

可
決
し
た
意
見
書

「身近な県議会」検討委員会を設置しました
　公職選挙法が改正されて選挙権年齢が１８歳以上に引き下げられることや、
先の県議会議員選挙における投票率が過去最低だったことなどを踏まえ、県
民の皆さんに県議会への関心を持ってもらうための取組みの方向性について
検討を行うため、「身近な県議会」検討委員会を設置しました。
　今後、特に、大学生や高校生などの若い皆さんから県議会を身近に感じて
もらうための方策等について検討していくこととしています。
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■テーマ：安全・安心な暮らしを創出する効果的な社会資本整備について
■主な論点
・��格子状骨格道路ネットワークの整備促進
について

・雪対策の推進について
・異常気象による集中豪雨対策について
・土砂災害対策について

■テーマ：地方創生を実現する農林水産業の施策展開について
■主な論点
・��生産調整の見直し等の米政策改革や米価
下落を踏まえた水田農業の振興について

・��地域資源を活用した６次産業化の総合的
な推進について

・��地域ブランドによる農畜産物等の輸出拡
大について

・��林業の成長産業化の推進による地域活性
化について

■テーマ：地域を担う女性の活躍支援、子育て支援の強化策について
■主な論点
・��女性の活躍を推進する支援策の充実強化
について

・��子ども・子育て支援制度の円滑な運営に
ついて

・��地域、企業等との連携による子育て支援
策の充実強化について

・子どもの貧困対策の推進について

県議会は、年に４回（２月・６月・９月・１２月）定例会を開催します。
「県議会やまがた」は、各定例会の概要等をお知らせします。

〒９９０−８５７０ 山形市松波２−８−１　℡�０２３−６３０−２８４５
ホームページアドレス http://www.pref.yamagata.jp/assembly/

編 集
・
発 行

山 形
県議会

山形県議会

　県議会の本会議や委員会は公開されてお
り、どなたでも傍聴することができます。
　当日、県議会議事堂にお越しいただき、
簡単な手続きをしていただくだけで入場で
きますので、ぜひお越しください。

県議会を傍聴しませんか

問合せ先 ０２３－６３０－２８４０

　地域議員協議会は、各総合支庁において、地元選出議員が一堂に会し、地域における行政課題や施策展開について、幅広い調査・審議・
提言を行い、総合支庁における施策・事業への反映を図るものです。今年度第１回目の協議会を７月２４日に県内５会場において開催し、活
発な議論を行いました。
　２回目は１１月に開催予定です。日時・会場についてはホームページ等でお知らせしますので、ぜひお近くの会場にお越しください。

平成27年５月20日現在（議席順による）
【常任委員会】

【主な審議項目】

【議会運営委員会】

【特別委員会】

委員会名（定数） 正副委員長 所属委員名

総 務 常 任 委 員 会（８） 正　加賀　正和副　大内　理加
金子　敏明　髙橋　啓介　志田　英紀
阿部　賢一　平　　弘造　今井　榮喜

文教公安常任委員会（７） 正　石黒　　覚副　島津　良平
青柳　安展　佐藤　　聡　坂本貴美雄
星川　純一　鈴木　正法

厚生環境常任委員会（８） 正　佐藤　　昇副　吉村　和武
渡辺ゆり子　森谷仙一郎　木村　忠三
舩山　現人　佐藤　藤彌　阿部　信矢

農林水産常任委員会（７） 正　山科　朝則副　奥山　誠治
柴田　正人　能登　淳一　阿部　昇司
森田　　廣　野川　政文

商工労働観光常任委員会（７） 正　矢吹　栄修副　小野　幸作
関　　　徹　渋間佳寿美　菊池　文昭
伊藤　重成　広谷五郎左エ門

建 設 常 任 委 員 会（７） 正　小松　伸也副　鈴木　　孝
青木　彰榮　楳津　博士　金澤　忠一
田澤　伸一　後藤　　源

委員会名（定数） 正副委員長 所属委員名

予 算 特 別 委 員 会（４２） 正　大内　理加副　木村　忠三 議長・副議長を除く全議員

産業振興対策特別委員会（１０） 正　奥山　誠治副　鈴木　　孝
柴田　正人　佐藤　　聡　渡辺ゆり子
石黒　　覚　田澤　伸一　鈴木　正法
平　　弘造　今井　榮喜

人材育成対策特別委員会（９） 正　金子　敏明副　山科　朝則
関　　　徹　渋間佳寿美　矢吹　栄修
楳津　博士　加賀　正和　木村　忠三
星川　純一

安全・安心な暮らし対策
特 別 委 員 会（９）

正　青柳　安展
副　大内　理加

青木　彰榮　能登　淳一　菊池　文昭
佐藤　　昇　舩山　現人　志田　英紀
阿部　賢一

委員会名（定数） 正副委員長 所属委員名

議 会 運 営 委 員 会（１２） 正　小野　幸作副　髙橋　啓介

小松　伸也　島津　良平　森谷仙一郎
吉村　和武　阿部　昇司　金澤　忠一
坂本貴美雄　佐藤　藤彌　阿部　信矢
後藤　　源

第１分科会（農林水産）

第２分科会（女性の活躍支援、子育て支援）

第３分科会（社会資本整備）

府省との意見交換会を開催しました

地域議員協議会を開催しました

委員会の構成
　７月１０日、東京都内で、府省との意見交換会を開催しました。
　この取組みは、県議会における議論や、県の重要施策等を踏まえ、
国の制度や新たな施策の方向性について意見交換を行うために開催
したもので、関係府省の幹部職員を招き、議員１５名が出席しました。
会議では、３つの分科会毎に活発な議論を行いました。

・電気さくの設置状況や安全に関する指導状
況について
・企業の成長分野への参入支援について
・総合支庁の見直しについて
・学校における熱中症対策について
・西蔵王有料道路の無料化について

東南村山
・管内市町村の総合戦略の策定状況と総合支
庁における対応について

・最上小国川流域の振興策について
・河川管理予算の確保について
・最上地域における認可外保育所から認可保
育所への移行状況について

・最上地域における医療人材の確保について

最　　上
・飛島における急患発生時の対応と医師確保
対策について
・水稲の新品種について
・合併市町への支援対策について
・庄内空港の５便化について
・全国豊かな海づくり大会の周知・協力依頼
について

庄　　内

・�管内市町の総合戦略策定と支援体制について
・観光企画「メイド・イン・ヤマガタとの出
会い」「東の奥参り」について
・東日本大震災による観光への影響について
・寒河江スマートインターチェンジの利便性
向上について
・神町駅前交差点の改良計画について

西村山・北村山
・吉野川復旧工事の進捗と見通しについて
・山形鉄道株式会社の経営改善について
・高畠町内の中学校統合への支援について
・西置賜地域における特別支援学校中学部・
高等部の設置見通しについて

・東北中央自動車道における道の駅整備の推
進体制について

置　　賜
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